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ABSTRACT

　　Alberto Moravia, a twentieth-century Italian writer, is an important 
figure when we consider the representations concerning Rome, for he 
was born and lived in Rome and wrote many works whose background 
is set in this city. In one of his novels, La Romana, its narrator-
protagonist who is typically Roman both in that she is a seventh-
generation Roman of the working classes and in that she is a prostitute, 
makes continuous reflections about the past happenings in her life.
　　Her Romanness, which is notable in her thoughts and reflections, is 
represented in three aspects: her attitude toward society, her attitude 
about money, and her relation with God.
　　Her attitude toward society is remarkable for its lack of social and 
economic ascension. She is without ambition to ascend the social ladders 
both before and after starting to work as a prostitute. Partly because of 
her lack in such ambition, she stays in the lowest rank of prostitutes and 
remains poor without attaining economic stability.
　　She is noteworthy for lack of avarice in her work, and shows doubts 
about the essential goodness of money, sensing general sinfulness in its 
gaining.
　　Her relation with God is conspicuous for the fact that her reward of 
repentance is neither apparent nor given in this world.
　　Regarding all these three points, the narrator-protagonist of La 
Romana is an exact antithesis of the narrator-protagonist of Defoe’s 
Moll Flanders, an eighteenth-century novel which was set in the 
contemporary England and its American colonies and which Moravia 
had in mind when writing his novel of a twentieth-century Roman girl. 
Moll, a bigamist, concubine, thief and pickpocket who is remarkably 
avaricious with an excellent commercial sense, is rewarded with 
financial success and social ascension directly for her repentance after 
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life of sin.



25　 　『ローマの女』のローマ性

『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
ロ
ー
マ
性

鳥　

越　

輝　

昭

は
じ
め
に

　

イ
タ
リ
ア
の
作
家
ア
ル
ベ
ル
ト
・
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
（A

lb
erto M

orav
ia, 1907

─90

）
は
、
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
作
家
の
ひ
と

り
だ
が
、
表
象
と
し
て
の
〈
ロ
ー
マ
〉
を
考
え
る
場
合
に
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
は
ロ
ー
マ
に
生
ま
れ
、
ロ

ー
マ
に
住
み
、
ロ
ー
マ
を
舞
台
に
す
る
多
く
の
作
品
を
書
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
に
『
ロ
ー
マ
の
女L

a R
om

an
a

』（1947

）
と
い
う
長
編
小
説
が
あ
る
。
こ
の
小
説
は
、
出
版
の
数
年
後
に
、

ル
イ
ー
ジ
・
ザ
ン
パ
（L

u
ig
i Z

am
p
a, 1905

─91

）
監
督
に
よ
り
、
同
名
で
映
画
化
さ
れ
た
（L

a R
om

an
a, 1955

）
。

　

小
説
も
映
画
も
、
あ
ら
す
じ
は
同
じ
で
あ
る
。
主
人
公
は
、
ロ
ー
マ
の
貧
し
い
寡
婦
の
一
人
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
ア
ド
リ
ア
ー

ナ
（A

d
rian

a

）
。
時
代
背
景
は
一
九
四
○
年
代
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
る
。
美
し
く
魅
力
的
な
娘
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
結

婚
を
夢
見
た
初
恋
の
男
に
裏
切
ら
れ
、
娼
婦
と
な
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
多
く
の
男
た
ち
と
肉
体
と
金
銭
だ
け
の
関
係
を
持
つ

な
か
で
、
ひ
と
り
の
若
い
大
学
生
を
恋
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
反
政
府
運
動
に
関
わ
る
こ
の
青
年
は
逮
捕
さ
れ
、
活
動
内
容
と
仲
間
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と
に
つ
い
て
白
状
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
苦
に
自
殺
す
る
。

　

し
か
し
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
と
映
画
『
ロ
ー
マ
の
女
』
と
は
、
ま
っ
た
く
異
質
の
作
品
で
あ
る
。
映
画
『
ロ
ー
マ
の
女
』

は
た
し
か
に
小
説
の
あ
ら
す
じ
を
忠
実
に
映
像
に
し
て
見
せ
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
小
説
を
変
質
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
原
因
は
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
主
眼
が
、
主
人
公
が
自
分
の
身
に
つ
ぎ
つ
ぎ
に
起
こ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
、
回
想
し
省

察
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
映
画
『
ロ
ー
マ
の
女
』
は
出
来
事
を
連
ね
て
ゆ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
の
作

品
だ
が
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
は
「
思
考
」
と
「
省
察
」
の
作
品
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
証
拠
立
て
る
か
の
よ
う
に
、
小
説

『
ロ
ー
マ
の
女
』
に
は
、
「
思
考
す
るp

en
sare

」
と
「
省
察riflession

e

」
と
い
う
語
が
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
小
説

の
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
も
ま
た
、
主
人
公
の
「
思
考
」
と
「
省
察
」
と
に
関
わ
る
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
を
検
討
す
る
場
合
、
ま
ず
『L

a R
om

an
a

ロ
ー
マ
の
女
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
そ
の
も
の
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
小
説
の
題
は
、
な
ぜ
、
主
人
公
の
名
前
の
「
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
」
や
、
あ
だ

名
の
「
○
○
と
呼
ば
れ
た
女
」
や
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
内
容
に
か
か
わ
る
「
あ
る
娼
婦
の
回
想
」
で
は
な
く
て
、“L

a R
om

an
a
”

な
の
か
。
ち
な
み
に
、
娼
婦
を
主
人
公
に
し
た
有
名
な
小
説
の
な
か
で
、
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
（É

m
ile Z

ola, 1840

─1902

）
の

『
ナ
ナN

an
a

』（1879

）
は
主
人
公
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
例
、
小
デ
ュ
マ
（A

lex
an

d
re D

u
m
as fils, 1824

─95

）
の

『
椿
姫
（
＝
「
椿
夫
人
」
と
呼
ば
れ
た
女
）L

a D
am

e au
x cam

élias

』
（1848

）
や
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
（D

an
iel D

efoe, 

c.1660

─1731

）
の
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
（
＝
「
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
た
女
）M

oll F
lan

d
ers

』
（1722

）
は
、

あ
だ
名
を
使
っ
た
例
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
『L

a R
om

an
a

』
と
い
う
題
は
、
定
冠
詞
の“L

a
”

を
使
用
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
語
の
定
冠
詞
は
英
語
よ
り
広
範
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囲
に
使
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
小
説
の
タ
イ
ト
ル
の
場
合
に
は
、
「
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
ロ
ー
マ
の
女
」
「
ロ
ー
マ
女
の
典
型
」
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
受
け
取
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女L

a R
om

an
a

』
の
場
合
に
は
、
タ
イ
ト
ル

そ
の
も
の
が
、
ゾ
ラ
の
『
ナ
ナ
』
の
よ
う
な
特
殊
例
を
描
き
出
す
小
説
と
異
な
り
、
代
表
例
・
典
型
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
作
品

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

晩
年
の
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
答
え
て
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
は
、
一
九
三
六
年
の
出
来
事
が
作
品
に
結
実
し

た
も
の
だ
と
い
う
）
1
（

。
こ
の
年
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
ロ
ー
マ
の
街
路
で
見
か
け
た
娼
婦
が
気
に
入
り
、
連
れ
ら
れ
て
そ
の
家
に
行
っ

た
。
娼
婦
は
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
さ
で
、
裸
に
な
る
と
み
ご
と
な
身
体
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
へ
突
然
、
娼
婦
の
母

親
が
、
湯
の
入
っ
た
水
差
し
と
タ
オ
ル
と
を
持
っ
て
入
っ
て
き
て
、「
ど
う
だ
い
、
こ
ん
な
身
体
を
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
お
あ

り
か
い
、
ご
ら
ん
よ
、
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
お
あ
り
か
い
…
…
」
と
言
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
こ
の
出
来

事
の
十
一
年
後
、
「
ロ
ー
マ
の
庶
民
階
級
の
母
親
と
娘
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
、
短
編
小
説
を
書
こ
う
と
し
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
、
五
百
五
十
頁
の
長
編
小
説
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
眼
は
、

「
ロ
ー
マ
の
庶
民
階
級
」
に
向
い
て
い
る
。

　

も
う
少
し
焦
点
を
絞
ろ
う
。
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
典
型
性
、
い
い
か
え
れ
ば
、

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
と
い
う
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
典
型
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
自
身
が
、
自
分
の
執
筆
法
に
つ

い
て
、「
わ
た
し
は
人
生
の
一
事
例
に
つ
い
て
物
語
り
、
そ
の
事
例
を
描
き
出
し
な
が
ら
、
文
化
状
況
一
般
に
至
る
の
で
す
（rac-

con
to u

n
 caso d

ella v
ita e p

oi rap
p
resen

tan
d
olo arriv

o alla cu
ltu

ra

）
」
と
い
う
の
だ
か
ら
）
2
（

、
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
典
型

性
・
一
般
性
を
問
う
の
は
正
当
な
問
い
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
本
質
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
「
思
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考
」
と
「
省
察
」
と
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
典
型
性
は
、
お
そ
ら
く
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
「
思
考
」
と
「
省
察
」

の
な
か
に
見
つ
か
る
は
ず
で
あ
る
。

　

小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
は
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
が
、「
文
学
の
伝
統
か
ら
考
え
る
な
ら
」
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
の
小
説
『
モ
ル
・

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
を
念
頭
に
置
い
て
書
い
た
作
品
だ
と
い
う
）
3
（

。
な
る
ほ
ど
、『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
も
、
主
人
公
が
、
自
分

の
身
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
、
考
察
を
交
え
つ
つ
語
る
小
説
で
あ
り
、
娘
時
代
の
主
人
公
が
結
婚
を
餌
と
す
る
男
に
だ
ま
さ
れ
て

道
を
踏
み
外
す
点
、
男
性
遍
歴
を
重
ね
る
点
、
そ
し
て
物
語
の
最
後
に
改
心
す
る
点
も
似
て
い
る
。
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』

の
主
人
公
は
、
刑
務
所
の
な
か
で
犯
罪
者
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
、
母
親
は
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
へ
島
送
り
に
さ
れ
る
。
主
人
公
は
、

養
家
の
兄
弟
の
ひ
と
り
に
騙
さ
れ
て
愛
人
に
さ
れ
、
も
う
ひ
と
り
と
結
婚
す
る
。
こ
の
豊
か
な
夫
が
早
世
し
た
の
ち
、
主
人
公
は

数
人
の
豊
か
な
│
│
た
だ
し
そ
の
ひ
と
り
は
豊
か
そ
う
な
だ
け
の
│
│
男
た
ち
と
結
婚
を
繰
り
返
す
。
そ
の
な
か
に
は
重
婚
も
あ

り
、
同
じ
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
弟
と
の
近
親
相
姦
関
係
も
ふ
く
ま
れ
る
。
主
人
公
は
、
数
人
目
の
金
持
ち
の
夫
が
死
ん
で
生
活
に

困
り
、
プ
ロ
の
盗
人
と
な
っ
て
財
産
を
築
く
が
、
逮
捕
さ
れ
る
。
し
か
し
主
人
公
は
死
刑
寸
前
に
改
心
し
、
特
赦
に
よ
り
、
か
つ

て
結
婚
し
た
男
の
ひ
と
り
（
じ
つ
は
プ
ロ
の
追
い
は
ぎ
）
と
一
緒
に
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
へ
島
送
り
と
な
る
。
主
人
公
は
、
植
民

地
経
営
に
成
功
し
、
英
国
に
戻
っ
て
安
楽
に
暮
ら
す
。

　

し
か
し
、
じ
つ
を
言
え
ば
、
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
と
『
ロ
ー
マ
の
女
』
と
が
類
似
し
て
い
る
の
は
、
主
人
公
が
回
想
す

る
一
人
称
小
説
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
主
人
公
が
正
道
を
外
れ
た
生
活
を
す
る
切
っ
掛
け
と
な
る
出
来
事
と
、
そ
う
い
う
生
活

の
終
え
方
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
小
説
は
、
他
の
諸
点
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
っ
て
い
る
。
相
違
は
多

す
ぎ
て
際
限
が
無
い
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
焦
点
を
ふ
た
り
の
主
人
公
の
あ
り
方
だ
け
に
絞
る
こ
と
に
し
よ
う
。
で
は
、
十
七
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世
紀
後
半
〜
十
八
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
北
ア
メ
リ
カ
と
を
舞
台
に
描
き
出
さ
れ
た
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
と
い
う
女
性
と
、

二
十
世
紀
半
ば
の
ロ
ー
マ
を
背
景
に
描
き
出
さ
れ
た
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
と
い
う
女
性
と
の
本
質
的
相
違
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。『
ロ
ー
マ
の
女
』
が
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
な
ら
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
と
モ
ル
と
の
相

違
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
相
違
に
こ
そ
、〝la R

om
an

a

（
ロ
ー
マ
女
の
典
型
）
〞
の
特
徴
が
現
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ふ
た
た
び
く
り
か
え
し
て
言
え
ば
、
こ
の
相
違
の
本
質
は
、
ふ
た
り
の
主
人
公
の
「
思
考
」
と
「
省
察
」
と
の
相
違
に
現
れ

る
だ
ろ
う
。

　

以
下
の
拙
論
は
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
つ
い
て
、
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
典
型
性

を
洞
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
方
法
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
女
の
「
思
考
」
と
「
反
省
」
と
に
目
を
配
り
な
が
ら
、

と
く
に
デ
フ
ォ
ー
の
小
説
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
主
人
公
と
比
較
し
、
併
せ
て
『
椿
姫
』
と
『
ナ
ナ
』
と
い
う
娼
婦
を
描

い
た
有
名
作
品
も
参
照
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
も
ま
た
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
表
象
と
し
て
の
〈
ロ
ー
マ
〉

の
重
要
な
一
部
分
な
の
で
あ
る
。

一
　
代
表
的
職
業
、
非
上
昇
性

　

ま
ず
始
め
に
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
典
型
と
な
る
客
観
的
条
件
を
見
て
お

こ
う
。
客
観
的
条
件
の
第
一
は
生
ま
れ
で
あ
り
、
第
二
は
職
業
で
あ
る
。

　

小
説
で
は
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
ロ
ー
マ
に
住
ん
で
七
代
目
と
い
う
設
定
で
あ
る
（p

. 962

）
4
（

）。
生
粋
の
ロ
ー
マ
子
な
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
携
わ
る
娼
婦
と
い
う
仕
事
が
、
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
育
ち
、
十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
ロ
ー
マ
と
い
う
都
市
で
従
事
す
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
職
業
│
│
つ
ま
り
は
代
表
的
職
業
│
│

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
そ
の
意
味
で
も
、
典
型
的
な
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
な
の
で
あ
る
。

「
こ
の
町
ロ
ー
マ
の
住
民
に
目
立
っ
て
い
た
職
業
は
、
裕
福
な
家
の
召
使
い
、
無
数
に
あ
る
飲
食
店
の
亭
主
、
そ
れ
に
娼
婦
だ
け

だ
っ
た
」
と
い
う
の
が
、
近
代
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
述
べ
る
信
頼
す
べ
き
書
物
の
記
述
で
あ
る
）
5
（

。
こ
の
記
述
は
、
直
接
的
に
は
十
八

世
紀
前
後
の
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
庶
民
階
級
の
女
性
の
た
め
の
職
業
事
情
は
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
物
語
が
展
開

す
る
一
九
四
○
年
代
に
つ
い
て
も
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
な
か
で
庶
民
階
級
の
仕
事
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
は
、
男
の
仕
事
と
し
て
は
、
（
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の

亡
父
が
従
事
し
て
い
た
）
鉄
道
員
、（
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
恋
仲
と
な
る
）
お
抱
え
運
転
手
、
（
盗
品
も
扱
う
）
彫
金
師
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
門
番
、
警
官
が
あ
り
、
女
の
仕
事
と
し
て
は
、
（
母
親
と
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
従
事
す
る
）
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
縫
い
物
師
（
プ
ロ

の
仕
立
職
人
で
は
な
い
）、
裕
福
な
家
の
女
中
、
婦
人
小
物
販
売
店
の
売
り
子
、
劇
場
の
踊
り
子
、
（
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
娼
婦
に
な

る
ま
で
し
て
い
た
）
画
家
の
ヌ
ー
ド
モ
デ
ル
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

　

や
は
り
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
書
い
た
作
品
の
な
か
に
、『
ロ
ー
マ
物
語R

accon
ti R

om
an

i

』
（1954

）
と
い
う
短
編
集
が
あ
る
。
こ

れ
は
、『
ロ
ー
マ
の
女
』
に
描
か
れ
た
時
期
か
ら
や
や
の
ち
ま
で
の
ロ
ー
マ
庶
民
の
百
態
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
庶

民
階
級
の
男
た
ち
の
職
業
と
し
て
は
、
各
種
の
工
員
（
機
械
工
、
配
管
工
な
ど
）
や
、
職
人
（
靴
職
人
、
鉛
管
工
、
理
髪
師
な

ど
）、
小
商
人
（
薬
屋
、
小
間
物
屋
、
肉
屋
、
た
ば
こ
屋
な
ど
）
、
そ
の
ほ
か
に
ウ
ェ
イ
タ
ー
、
守
衛
や
倉
庫
番
、
ゴ
ミ
回
収
業
者

な
ど
と
、
か
な
り
多
数
に
言
及
が
あ
る
。
し
か
し
、
女
の
仕
事
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
は
、
看
護
婦
、
女
中
、
仕
立
屋
、
ク
リ
ー
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ニ
ン
グ
屋
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
師
な
ど
で
、
種
類
が
少
な
い
。
あ
い
か
わ
ら
ず
、
娼
婦
は
ロ
ー
マ
の
庶
民
階
級
の
女
性
に
と
っ
て
数
少

な
い
代
表
的
職
業
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

　

庶
民
階
級
の
女
性
の
代
表
的
職
業
と
し
て
の
娼
婦
が
描
か
れ
る
点
で
、
『
ロ
ー
マ
の
女
』
は
、
小
デ
ュ
マ
の
『
椿
姫
』
や
ゾ
ラ

の
『
ナ
ナ
』
と
事
情
が
似
て
い
る
。
『
椿
姫
』
や
『
ナ
ナ
』
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
パ
リ
の
人
口
は
お
よ
そ
百
万
人
で
、
そ
こ
に

三
百
の
娼
館
が
あ
っ
た
と
い
う
）
6
（

。
そ
れ
ぞ
れ
の
娼
館
に
数
名
ず
つ
の
娼
婦
が
居
た
と
す
る
と
、
総
数
は
か
な
り
の
数
に
な
る
。
そ

の
ほ
か
に
、
ナ
ナ
も
一
時
期
携
わ
る
個
人
営
業
の
街
娼
た
ち
が
い
た
。
娼
婦
は
、
女
性
の
職
業
と
し
て
目
立
つ
も
の
の
ひ
と
つ
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
主
人
公
が
携
わ
っ
た
職
業
の
ひ
と
つ
は
、
娼
婦
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
妾
だ
が
、
そ
の
話
の
頃
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
数
十
万
人
の
人
口
の
な
か
に
万
単
位
の
数
の
娼
婦
が
い
た
と
い
う
）
7
（

。
当
時
の
ロ
ン
ド

ン
で
も
ま
た
、
娼
婦
は
女
性
の
代
表
的
職
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
、『
椿
姫
』、『
ナ
ナ
』
の
主
人
公
た
ち
と
比
べ
て
み
る
と
、
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
主
人
公

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
は
際
立
っ
た
相
違
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
の
相
違
を
わ
れ
わ
れ
は
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
特
徴
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
上
昇
性
の
欠
如
で
あ
る
。
こ
の
欠
如
は
意
志
と
事
実
の
両
面
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
女
性

は
、
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
社
会
的
上
昇
を
ほ
と
ん
ど
求
め
ず
、
娼
婦
と
な
っ
て
か
ら
も
社
会
的
上
昇
を
求
め
な
い
。
そ
し
て
、

多
分
に
そ
の
結
果
と
し
て
、
社
会
的
上
昇
を
し
な
い
。

　

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
娘
時
代
に
抱
い
て
い
た
夢
は
、（
お
そ
ら
く
は
同
じ
庶
民
階
級
か
や
や
上
の
階
級
の
男
と
）
結
婚
し
て
子
供
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た
ち
と
平
穏
に
暮
ら
す
と
い
う
、
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
っ
た
。

母
の
頭
は
い
つ
も
野
心
で
一
杯
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
前
に
も
言
っ
た
と
お
り
、
わ
た
し
に
は
、
夫
と
子
供
た
ち
と
過

ご
す
落
ち
着
い
た
生
活
の
ほ
か
に
は
、
考
え
が
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
（p

. 656

））
8
（

。

　

こ
の
引
用
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
社
会
的
上
昇
の
期
待
を
抱
い
て
い
た
の
は
母
親
の
方
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
母
親
の
期
待
し
て
い
た
社
会
的
上
昇
の
内
容
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
十
七
歳
で
、
画
家
の
ヌ
ー
ド
モ
デ
ル

を
し
て
い
た
と
き
の
、
母
親
と
の
対
話
を
見
よ
う
。
娘
は
、
初
仕
事
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

…
…
わ
た
し
の
話
を
聞
き
終
え
る
と
、
母
は
、
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
、
こ
の
絵
描
き
に
悪
い
ね
ら
い
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
愛
人
に
し
よ
う
と
思
っ
て
モ
デ
ル
を
雇
う
絵
描
き
が
多
い
ん
だ
、
あ
の
連
中
の
誘
い
は
絶
対
に
は
ね
つ
け
る
ん
だ

よ
、
と
い
い
ま
し
た
。
母
は
説
明
し
ま
し
た
。
「
絵
描
き
た
ち
は
、
み
ん
な
空
腹
で
死
に
そ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
さ
。
だ

か
ら
、
あ
の
連
中
か
ら
は
何
も
期
待
で
き
な
い
。
…
…
お
前
は
そ
れ
ほ
ど
の
美
人
な
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
良
い
こ
と
を
期
待

し
て
い
い
。
は
る
か
に
良
い
こ
と
を
期
待
し
て
い
い
ん
だ
よ
。
」
…
〈
中
略
〉
…

　

「
ど
う
い
う
意
味
？
」
と
わ
た
し
は
驚
い
て
、
尋
ね
ま
し
た
。

　

母
は
、
す
こ
し
曖
昧
な
答
え
方
を
し
ま
し
た
。
「
絵
描
き
連
中
は
、
口
に
す
る
言
葉
は
豊
か
だ
け
れ
ど
、
お
金
は
全
然
持

っ
て
い
な
い
。
…
…
お
前
の
よ
う
な
美
人
は
、
い
つ
も
上
流
の
紳
士
方
と
お
付
き
合
い
す
る
べ
き
な
の
さ
（u

n
a b

ella ra-
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g
azza com

e te d
ev

e sem
p
re m

ettersi coi sig
n
ori

）
。
」
（p

. 650

）

　

イ
タ
リ
ア
の
よ
う
に
階
級
差
が
大
き
く
て
「
玉
の
輿
」
が
起
こ
り
に
く
い
社
会
状
況
を
ふ
ま
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
母
親
は
、
娘

に
向
か
っ
て
、
美
貌
を
道
具
に
し
て
金
持
ち
た
ち
（
「
上
流
の
紳
士
方
」
）
の
愛
人
と
な
っ
て
裕
福
に
暮
ら
せ
、
つ
ま
り
は
高
級
娼

婦
に
な
れ
と
勧
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
母
親
が
娘
に
与
え
る
助
言
と
し
て
、
こ
れ
は
異
例
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
母

親
は
娘
時
代
に
や
は
り
画
家
の
モ
デ
ル
を
し
て
い
た
美
人
で
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
を
腹
に
宿
し
た
た
め
に
貧
し
い
鉄
道
員
と
結
婚
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
し
か
も
夫
に
早
く
先
立
た
れ
て
、
縫
い
仕
事
を
し
て
娘
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
結
婚
生
活
│
│
す
く
な
く
と
も
庶
民
階
級
の
男
と
の
結
婚
生
活
│
│
は
お
ぞ
ま
し
い
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

今
し
方
、
わ
た
く
し
は
イ
タ
リ
ア
で
は
「
玉
の
輿
」
が
起
こ
り
に
く
い
と
書
い
た
が
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
な
か
で
は
、

庶
民
階
級
と
上
流
階
級
と
の
あ
い
だ
の
懸
隔
は
、
ふ
た
つ
の
側
面
か
ら
示
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
語
り
手
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
省
察

で
あ
る
。

裕
福
な
人
た
ち
は
、
た
し
か
に
貧
し
い
人
間
を
好
み
ま
せ
ん
が
、
貧
し
い
人
間
を
恐
れ
は
し
ま
せ
ん
し
、
貧
し
い
人
間
を
傲

慢
に
見
下
し
な
が
ら
遠
ざ
け
ま
す
（n

ep
p
u
re lo

﹇=
lo p

ov
ero

﹈tem
e e sa ten

erlo a d
istan

za con
 su

p
erb

ia e 

su
fficien

za

）
。
け
れ
ど
も
、
教
育
も
し
く
は
生
ま
れ
の
良
さ
か
ら
裕
福
な
気
に
な
っ
て
い
る
貧
し
い
人
は
（il p

ov
ero 

ch
e p

er ed
u
cazion

e o orig
in
e ab

b
ia l ’an

im
o d

el ricco

）
、
ほ
ん
も
の
の
貧
し
い
人
間
に
出
会
う
と
怯
え
て
し
ま
う
の
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で
す
（p

. 962

）。

　

主
人
公
の
愛
し
た
大
学
生
は
、
国
家
官
僚
の
未
亡
人
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
下
宿
し
て
い
る
。
大
学
生
は
地
方
の
地
主
兼
医
者

の
息
子
で
あ
る
か
ら
、「
裕
福
な
人
た
ち
」
に
属
す
る
。
国
家
官
僚
の
未
亡
人
と
そ
の
娘
は
、「
教
育
も
し
く
は
生
ま
れ
の
良
さ
か

ら
裕
福
な
気
に
な
っ
て
い
る
貧
し
い
人
」
に
ふ
く
ま
れ
る
。
主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
ほ
ん
も
の
の
貧

し
い
人
間
」
に
属
し
て
い
る
。
右
の
引
用
文
は
、
未
亡
人
の
娘
が
見
せ
る
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
対
す
る
反
応
に
つ
い
て
の
省
察
で
あ

る
。

　

庶
民
階
級
と
上
流
階
級
と
の
懸
隔
は
、
さ
ら
に
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
未
亡
人
は
大
学
生
と
、
食
卓
に

同
席
し
て
い
る
主
人
公
の
前
で
、
新
聞
の
劇
評
や
、
役
者
た
ち
、
ロ
ー
マ
の
夜
の
娯
楽
、
高
級
カ
フ
ェ
、
映
画
、
演
劇
、
ホ
テ
ル

な
ど
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
話
題
に
し
て
議
論
し
合
う
。（
若
干
の
映
画
を
除
け
ば
）
主
人
公
の
知
ら
な
い
話
題
ば
か
り
な
の
で
、
主
人

公
は
会
話
の
な
か
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
未
亡
人
は
、
こ
の
よ
う
な
〝
上
流
の
〞
会
話
を
し
て
み
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ

ぎ
の
こ
と
を
思
い
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
学
生
は
主
人
公
と
結
婚
す
る
気
は
な
い
の
だ
が
、
未
亡
人
メ

ド
ラ
ー
ギ
に
は
、
主
人
公
を
「
婚
約
者
」
だ
と
紹
介
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
お
こ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
た
し
は
、〔
上
流
階
級
の
子
弟
が
〕
庶
民
の
娘
と
結
婚
す
る
の
は
破
廉
恥
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
に
、
国
家
官
僚
の
寡
婦
メ
ド
ラ
ー
ギ
の
家
に
庶
民
の
娘
を
連
れ
て
く
る
の
が
破
廉
恥
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
て

い
る
の
よ
（p

. 965

）。
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未
亡
人
の
行
為
は
恐
怖
と
悪
意
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
人
公
と
そ
の
愛
す
る
大
学
生
と
の
あ
い
だ
に
は
、
事
実
と

し
て
階
級
的
な
懸
隔
が
あ
る
。
こ
の
大
学
生
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
権
の
も
と
で
、
熱
心
に
危
険
な
反
政
府
活
動
を
し
て
い
る
若
者

だ
が
、
主
人
公
は
役
者
や
演
劇
な
ど
〝
上
流
の
〞
教
養
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
政
治
に
も
関
心
が
な
く
、
新
聞
も
犯
罪
記
事
の
載

る
社
会
面
だ
け
を
読
む
女
性
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
り
は
思
想
・
教
養
の
面
で
共
鳴
す
る
可
能
性
が
な
い
。
ふ
た
り
の
あ
い
だ
に
は

大
き
な
懸
隔
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
娘
時
代
の
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
将
来
に
対
し
て
持
っ
た
夢
は
、
夫
と
子
供
た
ち
と
穏
や
か
に
暮
ら
す
と
い
う
さ
さ
や
か
な

も
の
だ
っ
た
が
、
結
婚
生
活
を
送
る
家
に
つ
い
て
抱
い
た
夢
も
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
っ
た
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
母
子
の
住
む
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
は
ロ
ー
マ
市
周
辺
部
の
鉄
道
官
舎
の
な
か
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
近
く
に
、
鉄
道
官
舎
ほ
ど
は
貧
し
く
な
い
、
会
社
員
や

小
商
人
の
住
む
静
か
な
地
区
が
あ
っ
た
。
そ
の
地
区
に
は
、
小
庭
で
囲
ま
れ
た
一
個
建
ち
の
家
々
が
建
っ
て
い
た
。
ア
ド
リ
ア
ー

ナ
は
、
あ
る
と
き
、
窓
越
し
に
一
軒
の
家
の
な
か
を
見
た
。
な
か
に
は
小
さ
く
清
潔
な
部
屋
が
あ
り
、
壁
に
は
花
柄
の
壁
紙
が
張

ら
れ
、
テ
ー
ブ
ル
は
天
井
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
数
人
の
人
た
ち
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
る
な
か
に
、
子
供
が
三
人
。

テ
ー
ブ
ル
の
う
え
に
は
ス
ー
プ
入
れ
が
置
か
れ
、
母
親
が
ス
ー
プ
を
掬
い
だ
そ
う
と
し
て
い
た
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
こ
の
一
家

の
平
穏
で
愛
情
に
満
た
さ
れ
て
い
る
様
子
に
魅
せ
ら
れ
、
「
将
来
は
ぜ
っ
た
い
に
こ
の
よ
う
な
家
に
住
む
こ
と
を
目
標
に
す
る
の

よ
」（p

. 653

）
と
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
家
に
住
む
こ
と
が
夢
に
な
っ
た
の
は
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
の
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
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が
正
反
対
の
状
態
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鉄
道
官
舎
の
あ
る
地
区
は
い
つ
も
騒
々
し
く
、
建
物
は
壁
が
は
が
れ
、
黒
ず
み
、
ひ
び

割
れ
て
お
り
、
玄
関
広
間
は
ま
る
で
倉
庫
の
よ
う
だ
し
、
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
な
か
は
、
が
ら
く
た
を
寄
せ
集
め
た
古
道
具
屋
の

よ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
か
ら
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
静
か
で
清
潔
で
整
頓
さ
れ
た
住
居
に
住
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　

娘
時
代
の
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
夢
が
、
結
婚
を
し
て
小
さ
な
一
個
建
ち
の
家
で
夫
と
子
供
た
ち
と
平
安
に
暮
ら
す
と
い
う
、
さ
さ

や
か
な
も
の
だ
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
主
人
公
は
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
と
同
じ
年
頃
の
と
き
か
ら
、

強
い
社
会
的
上
昇
意
志
を
持
っ
て
い
た
。
す
で
に
十
四
歳
の
と
き
に
、
モ
ル
は
こ
う
考
え
て
い
た
。

わ
た
し
は
貴
婦
人
た
ち
の
邸
宅
で
、
上
流
の
生
活
を
味
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
地
区
で
は
か
つ
て
の

よ
う
に
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
は
、
上
流
の
夫
人
で
あ
る
こ
と
は
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

…
〈
中
略
〉
…
わ
た
し
は
上
流
夫
人
た
ち
の
な
か
に
居
る
こ
と
が
好
き
で
、
上
流
夫
人
た
ち
の
な
か
に
ま
た
居
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
（I lov

’d
 to b

e am
on

g
 G

en
tlew

om
en

, an
d
 th

erefore I lon
g

’d
 to b

e th
ere ag

ain

）（p
. 

14

）
9
（

）
。

モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
は
、
ひ
と
つ
の
原
因
と
し
て
こ
う
い
う
上
昇
志
向
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
最
終
的
に
は
植
民
地
に
大

農
場
を
所
有
す
る
資
産
家
と
し
て
、
安
楽
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。

　

娼
婦
に
な
っ
て
か
ら
の
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
も
、
上
昇
志
向
の
欠
如
が
目
立
つ
。
娼
婦
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
庶
民
階
級
の
出
身
者
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と
し
て
、
豪
華
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、
高
級
な
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
上
品
な
カ
フ
ェ
、
上
流
向
け
の
カ
ジ
ノ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
居
心

地
が
悪
い
の
で
、
仕
事
場
に
し
な
い
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
む
し
ろ
ロ
ー
マ
の
町
の
な
か
の
街
路
を
歩
き
な
が
ら
、
通
り
す
が
り

の
男
た
ち
の
気
を
惹
く
の
を
好
む
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
ま
さ
し
く
英
語
で
い
う
「street w

alk
er

街
路
を
歩
く
娼
婦
」
、
つ
ま

り
「
街
娼
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
町
ロ
ー
マ
の
街
路
に
心
底
か
ら
惹
き
つ
け
ら
れ
愛
着
を
感
じ
て
い
ま
す
。
街
路
は
、
多
く
の
館
、
教

会
、
建
造
物
、
店
屋
、
表
玄
関
が
あ
っ
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
高
級
菓
子
店
の
部
屋
よ
り
も
美
し
く
、
心
地
よ
い
の
で
す
。
…

〈
中
略
〉
…
わ
た
し
に
と
っ
て
の
客
間
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
高
級
カ
フ
ェ
は
い
つ
で
も
街
路
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
な
る
原

因
は
、
わ
た
し
が
貧
し
く
生
ま
れ
た
か
ら
で
す
。
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
貧
し
い
者
た
ち
は
、
自
分
で
は
買
え
な
い
も
の
を

置
い
て
い
る
店
屋
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
見
る
だ
け
の
安
い
買
い
物
を
し
た
り
、
自
分
で
は
住
む
こ
と
の
で
き
な
い
館
の

正
面
を
見
た
り
し
て
、
気
晴
ら
し
を
す
る
も
の
で
す
（p

. 774

）
。

　

し
か
し
裕
福
な
男
た
ち
は
、
街
路
を
通
る
と
き
は
、
歩
い
た
り
せ
ず
に
、
高
級
乗
用
車
の
座
席
に
座
り
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
裕
福
な
客
を
見
つ
け
る
可
能
性
を
は
じ
め
か
ら
排
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、「
わ
た
し
は
、
ほ
か
の
ど
の
場
所
よ
り
も
街
路
を
好
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
ジ
ゼ
ッ
ラ
の
い
う
）
心
の
奥
底
の
嗜
好
を
犠
牲

に
し
て
で
も
追
求
す
べ
き
よ
う
な
出
会
い
を
、
早
々
に
排
除
し
て
し
ま
い
ま
し
た
（m

i p
reclu

si su
b
ito tu

tti q
u
eg

li in
con

-

tri ch
e, secon

d
o G

isella, av
rei d

ov
u
to ricercare an

ch
e a costo d

el sacrificio d
ei m

iei g
u
sti p

iù
 p
rofon

d
i

）」、
と
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い
う
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（p

. 775

）
。
な
お
、
こ
の
引
用
に
名
前
の
出
る
ジ
ゼ
ッ
ラ
（G

isella

）
は
、
も
と
は
や
は
り
ア
ド

リ
ア
ー
ナ
と
一
緒
に
画
家
の
ヌ
ー
ド
モ
デ
ル
を
し
て
い
た
女
性
で
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
を
自
分
と
同
じ
娼
婦
稼
業
へ
と
引
き
ず
り
下

ろ
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

高
級
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
な
ど
を
仕
事
場
に
す
る
娼
婦
の
目
的
は
、
他
で
も
な
い
。
彼
女
た
ち
は
、
そ
う
い
う
場
所
で
裕

福
な
客
を
見
つ
け
て
、
自
分
を
で
き
る
だ
け
高
く
売
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
配
慮
を
し
続
け
る
と
、
安
楽
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
こ
う
述
べ
る
。

こ
う
い
う
た
ぐ
い
の
抜
け
目
な
い
行
動
に
よ
っ
て
、
…
〈
中
略
〉
…
わ
た
し
の
よ
う
な
職
業
に
携
わ
る
美
し
く
若
い
女
で
、

美
し
さ
と
若
さ
と
を
賢
く
利
用
す
る
な
ら
、
安
楽
さ
と
い
う
、
結
局
の
と
こ
ろ
わ
た
し
た
ち
の
誰
も
が
最
後
の
目
標
に
し
て

い
る
状
態
に
、
達
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（p

. 774

）
。

　

し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
「
街
路
を
歩
く
娼
婦
」
で
あ
る
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
母
親
を
長
年
の
労
働
か
ら
解
放
し
て
や
る
こ
と
は
で

き
た
も
の
の
、
け
っ
し
て
「
安
楽
さ
」
に
は
到
達
で
き
な
い
。

…
…
わ
た
し
は
貞
節
を
犠
牲
に
し
た
の
に
、
そ
れ
ま
で
ほ
ど
貧
し
く
な
く
な
っ
た
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
に
一

文
の
お
金
も
な
い
日
々
が
、
あ
い
か
わ
ら
ず
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
増
え
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
あ
い

か
わ
ら
ず
、
安
定
し
た
明
日
を
期
待
で
き
な
い
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
ま
し
た
（p

. 808

）
。
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ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
こ
の
経
済
的
に
貧
困
な
状
態
は
、
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
主
人
公
が
、
島
流
し
先
の
北
ア
メ
リ
カ
植

民
地
で
、
三
十
五
ポ
ン
ド
で
手
に
入
れ
た
農
園
を
毎
年
三
百
ポ
ン
ド
の
収
入
の
得
ら
れ
る
農
園
に
ま
で
育
て
、
「
か
な
り
裕
福
な

経
済
状
態v

ery
 con

sid
erab

le C
ircu

m
stan

ces

」
に
な
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
と
対
照
的
に
社
会
的
上
昇
を
果
た
し
た
点
で
は
、
田
舎
育
ち
で
貧
し
く
読
み
書
き
も
で
き
な
か
っ
た
『
椿
姫
』

の
主
人
公
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
も
同
様
で
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
は
高
級
娼
婦
と
な
り
、
富
豪
の
貴
族
た
ち
を
客
に
し
て
、

死
後
の
家
具
等
の
競
売
で
十
五
万
フ
ラ
ン
の
収
益
が
上
が
る
ほ
ど
の
生
活
状
態
へ
と
上
昇
す
る
。
『
ナ
ナ
』
の
主
人
公
が
、
造
花

作
り
の
女
工
と
し
て
パ
リ
の
街
路
を
ぼ
ろ
靴
で
歩
い
て
い
た
状
態
か
ら
社
会
的
・
経
済
的
上
昇
を
果
た
し
た
の
も
、
ア
ド
リ
ア
ー

ナ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ナ
ナ
は
富
豪
の
貴
族
た
ち
を
情
夫
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
パ
リ
の
高
級
住
宅
街
に
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
館

を
手
に
入
れ
て
、
数
名
の
召
使
い
を
雇
い
、
五
台
の
馬
車
と
八
頭
の
馬
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
馬
車
関
係
の
費
用
だ
け

で
三
十
万
フ
ラ
ン
を
越
え
る
の
で
あ
る
。〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
、
下
級
の
娼
婦
に
留
ま
っ
て
経
済
的
に
貧
し
い
ま

ま
な
の
は
、
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
、
ナ
ナ
と
著
し
く
対
照
的
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
、
『
椿
姫
』、
『
ナ
ナ
』
に
描
か
れ
た
、
社
会
の
下
層
に
生
ま
れ
な
が

ら
社
会
的
・
経
済
的
に
上
昇
を
果
た
し
た
主
人
公
た
ち
と
比
べ
て
、
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
異
色
で
あ
る
。
〈
ロ
ー

マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
は
、
社
会
的
上
昇
性
の
欠
如
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
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二
　
金

　

〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
十
分
な
収
入
を
得
ら
れ
な
い
原
因
は
、
「
街
路
を
歩
く
娼
婦
」
（
＝
街
娼
）
で
あ
る
た
め
に

裕
福
な
客
に
出
会
え
な
い
こ
と
以
外
に
も
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
の
原
因
は
、
衣
服
・
香
水
・
化
粧
品
の
よ
う
な
仕
事
へ
の
必
需
品
に

金
が
掛
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
要
経
費
と
し
て
当
然
の
原
因
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
原
因
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
娼
婦
と
し
て
十
分
な
収
入
を
得
ら
れ
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
原
因
は
、
自
分
の
身
体
を
与
え
る
の
と
交
換
に
金

を
受
け
取
る
こ
と
に
つ
い
て
、
根
本
の
と
こ
ろ
で
納
得
が
ゆ
か
ず
、
金
を
「
贈
り
物
」
と
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
安
い
代
価
で
身
体
を
与
え
て
し
ま
い
が
ち
だ
っ
た
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
こ
の
よ
う
に

い
う
。わ

た
し
に
は
、
自
分
に
は
お
金
が
掛
か
ら
な
い
も
の
、
ふ
つ
う
お
金
を
支
払
ら
う
こ
と
の
な
い
商
品
を
男
た
ち
に
供
給
し
て

い
る
と
い
う
、
お
ぼ
ろ
げ
な
確
信
が
い
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
お
金
を
報
酬
と
し
て
で
な
く
、
む
し
ろ
贈
り
物
と
し
て
受
け
取

っ
て
い
る
感
じ
が
あ
っ
た
の
で
す
（u

n
 sen

so d
i ricev

ere q
u
el d

en
aro p

iu
ttosto com

e u
n
 reg

alo ch
e com

e u
n
 

salario

）（p
. 807

）
。

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
娼
婦
業
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
金
銭
の
獲
得
に
恬
淡
な
の
で
あ
る
。
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ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
金
銭
に
対
す
る
態
度
は
、
娼
婦
と
し
て
は
先
輩
に
あ
た
る
ジ
ゼ
ッ
ラ
と
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
ふ

た
り
の
娼
婦
の
金
銭
に
向
か
う
態
度
の
違
い
は
、
娼
婦
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
最
初
の
客
と
な
る
男
と
の
関
係
の
な
か
で
、
浮
き
彫
り

に
さ
れ
る
。
こ
の
男
は
、「
ジ
ゼ
ッ
ラ
は
娼
婦
の
仕
事
の
や
り
方
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
」、
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
こ

う
で
あ
る
。

あ
の
女
は
、
い
つ
で
も
金
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
（p

en
sa sem

p
re ai sold

i

）
。
…
…
そ
し
て
、
金
を
払
っ
て
も
ら

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
あ
る
い
は
、
金
を
十
分
払
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
い
つ
も
心
配
し
て
い
る

（h
a sem

p
re p

au
ra ch

e q
u
esti sold

i n
on

 le v
en

g
an

o p
ag

ati o ch
e n

on
 sian

o su
fficen

ti

）
。
も
ち
ろ
ん
、
お
れ

も
愛
し
て
も
ら
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
お
れ
の
こ
と
を
ほ
ん
と
う
に
愛
し
て
い
る
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
幻
想
を
与

え
て
く
れ
る
の
が
、
あ
の
女
の
仕
事
の
一
部
な
ん
だ
。
…
…
お
れ
は
、
そ
れ
に
金
を
払
う
。
…
…
と
こ
ろ
が
、
ジ
ゼ
ッ
ラ
は
、

報
酬
の
た
め
に
し
て
い
る
の
を
分
か
ら
せ
す
ぎ
る
の
さ
。
（p

. 778

）

娼
婦
ジ
ゼ
ッ
ラ
は
、
金
銭
の
獲
得
に
執
着
し
、
性
労
働
に
十
二
分
の
対
価
を
要
求
し
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
娼
婦
と
し
て
の
初
仕
事
を
終
え
た
あ
と
で
、
値
段
を
尋
ね
ら
れ
、「
あ
な
た
が
決

め
て
よ
」
と
答
え
て
、
こ
の
客
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
忠
告
さ
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
忠
告
し
て
お
こ
う
。「
あ
な
た
が
決
め
て
」
と
は
、
ぜ
っ
た
い
に
言
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
言
葉
は
、
行
商
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の
物
売
り
に
と
っ
て
お
け
。
…
…
お
れ
は
、「
あ
な
た
が
決
め
て
」
と
言
わ
れ
る
と
、
正
当
な
価
値
よ
り
も
安
く
支
払
い
た

く
な
る
（a ch

i m
i d

ice: “F
ai tu

, ” son
o sem

p
re ten

tato d
i d

are m
en

o d
i q

u
an

to si m
erita

）
（p

p
. 787

）
。

た
ま
た
ま
こ
の
客
は
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
報
酬
を
は
ず
ん
で
く
れ
る
。
し
か
し
、
小
説
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
な
か
で
は
、
金
銭
の
獲

得
に
執
着
し
た
ジ
ゼ
ッ
ラ
は
、
結
果
と
し
て
上
流
階
級
の
裕
福
な
情
夫
を
見
つ
け
、
郊
外
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
な
か
の
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
を
住
居
と
し
て
与
え
ら
れ
、
メ
イ
ド
も
付
け
て
も
ら
う
。
ジ
ゼ
ッ
ラ
は
、
希
望
し
て
い
た
安
楽
な
生
活
を
手
に
入
れ
る

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
自
分
を
熱
愛
し
て
く
れ
て
い
る
内
務
省
高
官
（
妻
が
あ
る
が
、
正
式
に
別
居
）
が

用
意
し
よ
う
と
い
う
手
当
と
住
居
と
を
拒
み
つ
づ
け
、
貧
し
い
鉄
道
官
舎
の
一
室
で
娼
婦
稼
業
を
続
け
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
こ

の
高
官
を
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
金
銭
の
た
め
に
（
ジ
ゼ
ッ
ラ
の
い
う
）
「
心
の
奥
底
の
嗜
好
を
犠

牲
」
に
す
る
気
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
愛
し
た
上
流
階
級
出
身
の
大
学
生
は
自
殺
し
て
し
ま
い
、

そ
の
計
ら
い
で
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
養
育
費
は
手
に
入
れ
る
も
の
の
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
小
説
の
最
後
ま
で
貧
し
い
ま
ま
で

あ
る
。

　

こ
の
節
で
わ
れ
わ
れ
は
、〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
つ
い
て
、
金
銭
の
獲
得
に
対
す
る
恬
淡
と
い
う
特
徴
を
見
て
き

た
。〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
こ
の
特
徴
は
、
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
や
『
ナ
ナ
』
の
主
人
公
た
ち
と
と
比
べ
る
と
、
際
立
っ
て
異

な
っ
て
い
る
。
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
と
ナ
ナ
は
、
呆
れ
る
ほ
ど
に
金
銭
の
獲
得
に
貪
欲
で
あ
る
。

　

モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
が
、
し
ば
ら
く
愛
人
関
係
に
あ
っ
た
裕
福
な
上
流
紳
士
と
別
れ
る
際
の
手
管
を
見
よ
う
。
モ
ル
は
、
精
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神
障
害
の
あ
る
妻
を
持
つ
こ
の
紳
士
の
情
婦
と
し
て
養
わ
れ
、
子
供
も
作
っ
た
の
だ
が
、
紳
士
は
重
病
を
き
っ
か
け
に
改
心
し
、

モ
ル
と
手
を
切
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
紳
士
に
モ
ル
は
手
紙
を
書
き
、
こ
う
訴
え
か
け
る
。

…
…
わ
た
し
は
、
経
済
的
条
件
を
整
え
て
ほ
し
い
と
訴
え
か
け
ま
し
た
。
貧
困
と
困
窮
の
恐
ろ
し
い
見
込
み
が
あ
る
と
、
人

間
は
悪
魔
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
か
な
ら
ず
誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
誘
惑
に
わ
た
し
が
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
、
と
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
し
も
、
わ
た
し
が
今
後
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
少
し
で
も
心
配
し
て
い
る
な
ら
、

（
ご
存
知
の
と
お
り
）
わ
た
し
の
出
身
地
で
あ
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
母
の
と
こ
ろ
へ
、
わ
た
し
を
帰
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
、
と
書
き
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
、
わ
た
し
は
、
立
ち
去
る
の
を
容
易
に
す
る
よ
う
に
さ
ら
に
五
十
ポ
ン
ド
の
お
金
を

送
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
完
全
な
別
れ
に
同
意
し
て
い
る
旨
の
返
信
を
し
、
二
度
と
お
金
の
無
心
を
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を

約
束
し
ま
す
、
と
書
き
ま
し
た
（I con

clu
d
ed

, th
at if h

e w
ou

ld
 sen

d
 m

e 50 l. m
ore to facilitate m

y
 g
oin

g
 

aw
ay

, I w
ou

ld
 sen

d
 h

im
 b

ack
 a g

en
eral R

elease, an
d
 w

ou
ld
 p

rom
ise n

ev
er to d

istu
rb

 h
im

 m
ore w

ith
 

an
y
 Im

p
ortu

n
ities

）（p
. 105

）
。

ち
な
み
に
、
モ
ル
が
「
さ
ら
に
五
十
ポ
ン
ド
の
お
金
を
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
す
で
に
こ
の
紳
士
が
、
モ
ル
が
住
ん
で
い
た
宿

の
支
払
い
な
ど
に
あ
て
て
ほ
し
い
と
い
う
口
実
で
、
五
十
ポ
ン
ド
を
送
っ
て
く
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
紳
士
は
モ
ル

に
す
で
に
手
切
れ
金
の
五
十
ポ
ン
ド
を
送
っ
て
き
て
い
た
が
、
モ
ル
は
そ
れ
を
倍
額
の
百
ポ
ン
ド
に
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
モ
ル
は
、
こ
の
よ
う
に
白
状
す
る
。
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手
紙
に
こ
の
よ
う
に
書
い
た
こ
と
は
、
じ
つ
は
完
全
な
偽
り
で
し
た
。
わ
た
し
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
行
く
つ
も
り
は
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
…
〈
中
略
〉
…
わ
た
し
の
ね
ら
い
は
、
で
き
れ
ば
こ
の
五
十
ポ
ン
ド
を
紳
士
か
ら
手
に
入
れ
る

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
紳
士
か
ら
期
待
で
き
る
最
後
の
お
金
だ
と
よ
く
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
す
（k

n
ow

in
g
 w

ell 

en
ou

g
h
 it w

ou
ld
 b
e th

e last P
en

n
y
 I w

as ev
er to ex

p
ect

）
（p

. 106

）
。

モ
ル
は
、
最
後
の
一
銭
ま
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
金
を
得
る
こ
と
に
執
着
す
る
の
で
あ
る
。

　

『
ナ
ナ
』
の
主
人
公
も
ま
た
、
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
に
勝
る
と
も
劣
ら
ず
、
金
銭
の
獲
得
に
貪
欲
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ナ
ナ

の
場
合
に
は
、
情
夫
た
ち
か
ら
搾
り
取
っ
た
金
を
、
モ
ル
の
よ
う
に
蓄
積
す
る
意
志
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
浪
費
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
彼
女
に
あ
っ
た
の
は
、
…
〈
中
略
〉
…
い
つ
も
目
覚
め
た
ま
ま
の
消
費
欲
、
自
分
に
金
を
支
払
う
男
た
ち
へ
の
自
然
な
軽
蔑
、

情
夫
た
ち
の
破
滅
を
誇
ら
し
く
思
う
大
食
家
と
浪
費
家
の
き
ま
ぐ
れ
だ
っ
た
」
の
で
あ
る
）
10
（

。

　

モ
ル
と
ナ
ナ
の
金
銭
の
獲
得
に
執
着
す
る
性
質
は
、
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
な
か
で
は
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
朋
輩
ジ
ゼ
ッ
ラ
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
自
身
は
、
こ
れ
ら
の
女
た
ち
と
は
対
照
的
な
存
在
で
あ
る
。
金
銭
の
獲
得
に
恬
淡
と
い
う
こ

の
性
質
も
ま
た
、
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
特
徴
と
し
て
、
金
銭
の
獲
得
に
恬
淡
で
あ
る
こ
と
を
見
た
の
だ
が
、
こ
の
点

は
、
さ
ら
に
追
究
す
べ
き
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
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注
目
す
べ
き
は
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
も
金
の
持
つ
魅
力
は
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
ま
だ
最
初
の
恋

人
と
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
こ
ろ
、
ジ
ゼ
ッ
ラ
の
策
略
に
よ
り
、
内
務
省
の
高
官
と
同
行
さ
せ
ら
れ
、
こ
の
男
に
脅
さ
れ
て
嫌
々
な

が
ら
身
を
任
せ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
身
を
任
せ
た
の
ち
に
、
帰
り
の
自
動
車
の
な
か
で
高
官
か
ら
渡
さ
れ
た
高
額
の
金
に
対
す

る
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
反
応
で
あ
る
。

こ
の
瞬
間
に
経
験
し
た
感
覚
に
わ
た
し
は
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
男
た
ち
か
ら
お
金
を
受
け
取
る
と
き
に
は
、

二
度
と
、
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
強
烈
に
そ
の
感
覚
を
経
験
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
共
犯
と
な
っ
て
そ
れ
を
官

能
で
了
承
す
る
感
じ
（u

n
 sen

tim
en

to d
i com

p
licità e d

i in
tesa sen

su
ale

）
で
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
な
か
で
そ
の

男
が
し
た
愛
撫
で
は
一
度
も
感
じ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
い
や
お
う
な
く
従
わ
さ
れ
て
し
ま
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

わ
た
し
自
身
が
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
性
格
の
一
面
が
、
一
時
に
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
お
金
は
拒
否
す
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
同
時
に
わ
た
し
は
そ
の
お
金
を
受
け
取
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

貪
欲
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
お
金
を
渡
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
わ
た
し
の
心
の
な
か
に
、
そ
れ
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
快
楽
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
に
、
お
金
を
受
け
取
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
（n

on
 tan

to p
er av

id
ità 

q
u
an

to, in
v
ece, p

er il p
iacere n

u
ov

o ch
e q

u
est ’offerta d

estav
a n

el m
io an

im
o

）
（p

. 731

）
。

　

そ
の
後
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
自
分
の
部
屋
に
も
ど
り
、
受
け
取
っ
た
金
が
そ
れ
ま
で
手
に
し
た
こ
と
の
な
い
高
額
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
。
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わ
た
し
は
、
お
金
が
千
リ
ラ
札
一
枚
で
は
な
く
、
千
リ
ラ
札
三
枚
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
一
瞬
の
あ
い
だ
、
ベ
ッ
ド

の
端
に
座
っ
た
ま
ま
、
わ
た
し
は
幸
せ
と
言
え
そ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
…
〈
中
略
〉
…
そ
れ
は
、
わ
た
し
が
そ
れ

ま
で
持
っ
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
の
お
金
で
し
た
。
わ
た
し
は
飽
く
こ
と
な
く
お
金
に
さ
わ
り
、
眺
め
続
け
ま
し
た
。（p

. 

732

）

　

し
か
し
、
す
で
に
一
つ
前
の
引
用
文
の
な
か
の
「
共
犯
に
な
っ
て
そ
れ
を
官
能
で
了
承
す
る
感
じ
」
と
い
う
表
現
に
暗
示
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
場
合
に
は
、
性
行
為
に
関
し
て
金
銭
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
へ
の
躊
躇
い
が
あ
る
。
そ
れ
ば

か
り
で
な
く
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
金
そ
の
も
の
の
本
質
に
後
ろ
め
た
さ
や
「
罪
の
影
」
を
感
じ
取
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
生
活
し
て
き
た
な
か
で
、
わ
た
し
は
、
合
法
的
な
出
所
か
ら
お
金
を
稼
い
で
い
る
人
た
ち
で
も
、
お
金
に
つ
い
て

は
、
見
知
ら
ぬ
人
と
だ
け
で
な
く
、
親
し
い
人
た
ち
と
も
、
話
し
た
が
ら
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
お
金
に
は
、
た
ぶ

ん
恥
ず
か
し
い
も
の
だ
と
い
う
感
じ
（u

n
 sen

so d
i v

erg
og

n
a

）、
す
く
な
く
と
も
話
す
の
を
慎
む
べ
き
も
の
だ
と
い
う

感
じ
が
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
ふ
つ
う
の
話
題
か
ら
は
消
し
去
ら
れ
、
話
す
べ
き
で
な
い
、
秘
密

の
、
告
白
し
て
は
い
け
な
い
事
柄
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
お
金
は
出
所
が
ど
こ
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
で
も
不
正
に
稼
い
だ
も
の

の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
も
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ひ
と
は
お
金
が
心
の
な
か
に
引
き
起
こ
す
感
覚
を
見
せ
た
く
な
い
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か
ら
、
話
さ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
感
覚
は
す
ご
く
強
烈
で
、
罪
の
影
（u

n
’om

b
ra d

i colp
a

）
か
ら
け
っ
し

て
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
す
（p

. 795

）
。

そ
も
そ
も
金
に
対
し
て
こ
う
い
う
「
恥
ず
か
し
い
も
の
だ
と
い
う
感
じ
」
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
母
親
と
の

あ
い
だ
で
、
娼
婦
業
で
稼
い
で
い
る
金
に
つ
い
て
一
言
も
話
さ
な
い
。

　

『
ロ
ー
マ
の
女
』
で
描
き
出
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
屈
折
し
た
金
銭
観
を
、『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
に
描
か
れ
る
金
銭
観
と
比

べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
驚
く
ほ
ど
の
相
違
が
あ
る
。
つ
ぎ
の
引
用
は
、
晩
年
の
モ
ル
が
、
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
で
農
園
の
経
営

に
成
功
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
亡
母
の
遺
産
の
農
園
も
入
手
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
英
国
の
信
頼
で
き
る
人
物
に
預
け
て
あ
っ

た
金
を
植
民
地
で
需
要
の
あ
り
そ
う
な
物
品
に
換
え
て
船
で
無
事
に
運
ば
せ
た
こ
と
な
ど
を
、
（
も
と
は
追
い
は
ぎ
を
し
て
い
た
）

夫
に
告
げ
、
夫
が
そ
れ
に
驚
き
と
喜
び
と
を
露
わ
に
す
る
箇
所
で
あ
る
。

…
…
（
夫
は
ま
だ
指
を
折
っ
て
計
算
し
な
が
ら
言
い
ま
し
た
）
確
認
し
て
み
よ
う
。
（
夫
は
、
ま
ず
親
指
を
折
り
）
現
金
で

二
百
四
十
六
ポ
ン
ド
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
金
時
計
が
ふ
た
つ
、
金
の
指
輪
が
い
く
つ
か
、
そ
れ
に
皿
が
何
枚
も
あ
る
。（
夫

は
続
い
て
、
人
差
し
指
、
そ
れ
か
ら
中
指
を
折
り
な
が
ら
言
い
ま
し
た
）
ヨ
ー
ク
川
沿
い
に
農
園
が
あ
っ
て
年
収
が
百
ポ
ン

ド
、
そ
れ
に
現
金
が
百
五
十
ポ
ン
ド
、
ス
ル
ー
プ
船
に
積
ん
で
き
た
何
頭
も
の
馬
・
牛
・
豚
に
用
品
類
、
（
夫
は
ま
た
親
指

に
も
ど
っ
て
）
そ
れ
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
二
百
五
十
ポ
ン
ド
の
価
値
で
、
こ
ち
ら
で
は
そ
の
二
倍
の
金
額
に
な
る
船
荷
が
あ
る
。

（
わ
た
し
は
、
言
い
ま
し
た
）
そ
れ
を
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
し
ら
。
（
夫
は
言
い
ま
し
た
）
ど
う
思
う
か
だ
っ
て
。
ラ
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ン
カ
シ
ャ
ー
州
で
結
婚
し
た
と
き
に
、
わ
た
し
が
騙
さ
れ
た
と
言
っ
た
の
は
だ
れ
だ
。
お
れ
は
資
産
家
の
女
、
そ
れ
も
大
層

な
資
産
家
の
女
と
結
婚
し
た
の
だ
よ
（p

. 284

）
。

　

モ
ル
と
そ
の
夫
と
あ
い
だ
の
話
の
内
容
を
見
る
と
、
人
は
「
お
金
に
つ
い
て
は
、
見
知
ら
ぬ
人
と
だ
け
で
な
く
、
親
し
い
人
た

ち
と
も
、
話
し
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
指
摘
と
は
正
反
対
に
、
も
っ
ぱ
ら
金
の
こ
と
だ
け
を
話
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
モ
ル
と
そ
の
夫
に
と
っ
て
、
金
は
ひ
た
す
ら
善
い
も
の
で
あ
り
、
祝
福
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
ア
ド
リ

ア
ー
ナ
の
い
う
よ
う
な
「
恥
ず
か
し
い
も
の
」
や
「
罪
の
影
」
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
実
を
言
え
ば
、
モ
ル
が
英
国
の
知
人
に

預
け
て
あ
っ
た
金
の
多
く
は
窃
盗
や
掏
摸
を
し
て
盗
み
取
っ
た
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
も
ま
た
ひ
た
す
ら
善
い
も
の
の
一
部
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
金
銭
は
、
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
夫
妻
に
と
っ
て
、
本
質
的

に
よ
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
主
人
公
が
金
銭
の
獲
得
に
執
着
し
続
け
る
の
も
、
そ
れ
を
け
っ
し
て
「
恥
ず
か
し
い
も
の
」
と

は
思
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
あ
き
ら
か
に
関
連
し
て
い
る
。
つ
ぎ
の
引
用
は
、
主
人
公
が
自
分
を
し
ば
ら
く
養
っ
て
く
れ
て
い
た

情
夫
か
ら
手
を
切
ら
れ
、
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
居
る
近
親
相
姦
関
係
に
あ
っ
た
元
夫
の
収
入
か
ら
、
し
つ
こ
く
要
求
し
て
自
分

の
取
り
分
を
得
た
あ
と
で
、
自
分
の
資
産
状
況
を
分
析
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
回
収
分
を
ふ
く
め
る
と
、
愛
人
か
ら
の
手
切
れ
金
五
十
ポ
ン
ド
を
得
る
ま
え
に
、
わ
た
し
の
資
産
は
、
す
べ
て
を
合
わ

せ
て
お
よ
そ
四
百
ポ
ン
ド
で
し
た
。
五
十
ポ
ン
ド
を
加
え
る
と
、
四
百
五
十
ポ
ン
ド
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
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わ
た
し
は
百
ポ
ン
ド
以
上
を
貯
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
お
金
に
つ
い
て
は
ひ
ど
い
目
に
遭
い
ま
し
た
。
お
金
を
彫
金
師
に

預
け
て
お
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
男
が
破
産
し
て
し
ま
い
、
わ
た
し
は
お
金
の
う
ち
七
十
ポ
ン
ド
を
失
っ
た
の
で
す
。

百
ポ
ン
ド
に
対
し
て
、
こ
の
男
の
損
失
保
証
金
は
三
十
ポ
ン
ド
以
下
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
、
皿
を
少
し
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
多
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
衣
類
と
下
着
類
は
十
分
に
蓄
え
て
い
ま
し
た
（p

. 107

）
。

こ
の
と
き
す
で
に
四
十
二
歳
に
な
っ
て
い
た
主
人
公
は
、
こ
れ
だ
け
の
持
参
金
で
は
、
裕
福
な
再
婚
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
判
断
し
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
多
額
の
資
産
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
資
産
家
の
夫
を
見
つ
け
よ
う
と

す
る
。
そ
の
結
果
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
主
人
公
は
、
追
い
は
ぎ
を
仕
事
と
し
、
資
産
家
の
妻
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
男
│
│

最
後
に
ま
た
主
人
公
と
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
男
│
│
と
出
会
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
わ
れ
わ
れ
が
注
目
し
た
い
の
は
、
右
の
引
用
箇
所
に
見
ら
れ
る
、
主
人
公
に
よ
る
自
分
の
財
産
の
捉
え
方
で
あ
る
。

主
人
公
は
、
金
銭
に
執
着
し
、
他
の
何
よ
り
も
善
い
も
の
、
重
要
な
も
の
と
し
て
、
確
実
に
資
産
状
況
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
商
人
の
態
度
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
金
を
絶
対
的
に
善
い
も
の
と
考
え
、
卓
抜
な
経
済
感
覚
を
持
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
女
性
は
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
で
農
園
経
営
に
も
成
功
す
る
の
で
あ
る
。

　

〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
金
銭
の
獲
得
に
恬
淡
な
態
度
は
、
す
ぐ
れ
た
商
人
的
感
覚
を
備
え
た
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー

ス
と
ま
こ
と
に
対
照
的
な
の
で
あ
る
。
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三
　
神

　

『
ロ
ー
マ
の
女
』
と
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
は
、
ど
ち
ら
の
作
品
で
も
、
主
人
公
の
生
涯
に
神
と
の
関
係
で
重
要
な
変
化

が
も
た
ら
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
変
化
の
仕
方
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
相
違
に
も
ま
た
、
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
特
徴

が
現
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
場
合
か
ら
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
小
説
の
主
人
公
は
、
窃
盗
犯
と
し
て
投
獄
さ
れ
、

当
時
の
法
慣
習
に
よ
り
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
が
、
執
行
寸
前
に
恩
赦
を
う
け
る
。
作
中
で
は
、
こ
の
恩
赦
の
前
後
に
神
の
恩
寵
が

働
く
。
そ
の
働
き
方
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
つ
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
主
人
公
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
恩
寵
が
働
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
監
獄
で
死
刑
を
目
前
に
し
て
い
る

主
人
公
の
も
と
に
、
ひ
と
り
の
「
聖
職
者
（M

in
ister

）
」
が
訪
れ
る
。
宗
派
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、“M

in
ister

”

と
い
う

用
語
か
ら
見
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
の
宗
派
の
聖
職
者
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
英
国
は
、
す
で
に
宗

教
改
革
を
経
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
だ
っ
た
。
こ
の
聖
職
者
は
、
訪
問
の
目
的
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

こ
の
聖
職
者
は
言
い
ま
し
た
…
〈
中
略
〉
…
自
分
の
仕
事
は
、
あ
な
た
に
自
由
に
話
を
さ
せ
て
、
あ
な
た
の
心
の
重
荷
を
取

り
去
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分
の
力
が
及
ぶ
か
ぎ
り
、
あ
な
た
に
慰
め
を
与
え
る
こ
と
で
す
。
あ
な
た
が
わ
た
し
に
話
す
内

容
は
す
べ
て
わ
た
し
の
胸
の
う
ち
に
留
ま
り
、
神
様
と
あ
な
た
に
だ
け
知
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
秘
密
と
な
り
ま
す
。
そ
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し
て
、
す
で
に
言
っ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
は
、
あ
な
た
に
適
切
な
助
言
と
助
力
を
与
え
る
た
め
と
、
あ
な
た
の
た
め
に
神
に

祈
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
こ
と
を
知
り
た
い
の
で
す
（p

. 240

）
。

主
人
公
は
、
聖
職
者
の
こ
の
言
葉
に
心
を
動
か
さ
れ
、
信
頼
し
て
、
四
十
年
間
に
犯
し
た
数
々
の
悪
行
を
包
み
隠
さ
ず
告
白
す
る
。

　

こ
の
聖
職
者
は
翌
日
も
主
人
公
を
訪
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
と
き
主
人
公
は
、「
神
の
恩
寵
の
条
件th

e T
erm

s of D
iv
in
e 

M
ercy

」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
る
。

「
神
の
恩
寵
の
条
件
」
と
は
、
こ
の
聖
職
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
を
心
か
ら
求
め
、
そ
れ
を
心
か
ら
受
け
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば

よ
い
だ
け
の
こ
と
で
、
難
し
い
も
の
で
は
な
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
わ
た
し
の
し
て
き
た
こ
と
を

心
か
ら
後
悔
し
憎
む
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
し
て
き
た
こ
と
が
神
様
の
復
讐
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
と
い
う

の
で
し
た
（p

. 241

）。

主
人
公
は
、
こ
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
聖
職
者
の
勧
め
に
し
た
が
い
、
「
悔
悛
者P

en
iten

t

」
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
悔
悛
」

の
結
果
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
聖
職
者
は
、
わ
た
し
の
心
を
蘇
ら
せ
ま
し
た
。
…
〈
中
略
〉
…
わ
た
し
は
、
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
恥
ず

か
し
さ
と
涙
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
と
同
時
に
、
密
か
な
驚
く
よ
う
な
喜
び
も
感
じ
ま
し
た
。
ほ
ん
も
の
の
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悔
悛
者
に
な
り
悔
悛
者
の
慰
め
を
得
る
こ
と
が
予
想
で
き
た
、
つ
ま
り
神
様
か
ら
許
さ
れ
る
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
す
（p

. 241

）
。

　

『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
な
か
で
聖
職
者
が
主
人
公
の
犯
し
て
き
た
こ
と
を
聞
き
、
助
言
を
与
え
、
神
の
許
し
を
確
信
さ

せ
る
一
連
の
行
為
は
、
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
な
か
で
主
人
公
が
経
験
す
る
「
告
解
（con

fession
e

）
」
に
近
似
し
て
い
る
。
違
う

の
は
、
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
聖
職
者
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
職
者
で
あ
る
か
ら
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
神

父
と
異
な
り
、
神
か
ら
罪
の
許
し
が
す
で
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
明
瞭
に
伝
え
な
い
だ
け
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の

神
父
で
あ
れ
ば
、「
父
と
子
と
聖
霊
の
御
名
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
は
あ
な
た
の
罪
を
許
し
ま
す
」
と
言
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
の
節
目
に
二
度
、
教
会
を
訪
ね
て
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
の
「
神
父
（p

ad
re

）
」
に
そ
れ
ま
で
に
犯
し
た
罪
を
告
白
し
、
助
言
を
与
え
ら
れ
、
神
父
を
介
し
て
神
の
許
し
を
得
る
。

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
経
験
す
る
心
の
動
き
は
、
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
主
人
公
の
経
験
し
た
も
の
に
近
似
し
て
い
る
。
つ
ぎ

が
一
回
目
の
告
白
の
際
に
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
経
験
し
た
心
の
状
態
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
そ
れ
ま
で
圧
迫
を
受
け
て
い
た
重
い
不
安
を
軽
減
さ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
て
ゆ
く
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
た
と
え
ば
蒸
し
暑
さ
の
な
か
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
花
が
、
よ
う
や
く
雨
の
最
初
の
し
ず
く
を
受
け
始
め
た

の
に
似
て
い
ま
し
た
（p

. 738

）
。
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二
回
目
の
告
白
を
す
る
際
に
も
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
こ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

告
解
所
（con

fession
ale

）
に
入
っ
た
と
き
か
ら
、
わ
た
し
は
心
に
信
頼
と
敬
虔
の
激
動
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

わ
た
し
の
心
が
、
衝
動
的
に
自
己
を
肉
体
か
ら
解
き
放
し
、
す
っ
か
り
裸
に
な
り
、
明
白
な
汚
れ
を
曝
し
な
が
ら
、
告
解
所

の
段
の
上
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
、
格
子
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
に
似
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
、
一
瞬
の
あ
い
だ
、
わ
た
し
は
自

分
が
、
死
後
に
そ
う
な
る
と
い
う
、
肉
体
の
な
い
、
自
由
な
、
大
気
と
光
だ
け
で
で
き
て
い
る
魂
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
（p

. 940

）。

　

『
ロ
ー
マ
の
女
』
と
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
と
が
異
な
る
の
は
、
告
白
と
悔
悛
の
あ
と
で
主
人
公
た
ち
が
神
（
？
）
か
ら

与
え
ら
れ
る
も
の
の
大
き
な
相
違
で
あ
る
。

　

『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
場
合
、
与
え
ら
れ
る
も
の
は
、
仏
教
用
語
を
使
う
な
ら
「
現
世
利
益
（
げ
ん
せ
・
り
や
く
）」
的

で
あ
り
、
し
か
も
徹
底
し
て
現
世
利
益
的
で
あ
る
。「
悔
悛
者
」
に
な
っ
た
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
に
は
、
彼
女
の
も
っ
と
も
欲

し
い
も
の
ふ
た
つ
が
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ル
は
ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
、
彼
女
を
悔
悛
さ
せ
た
聖
職
者
の
仲
立
で
恩
赦

を
与
え
ら
れ
、
死
刑
で
な
く
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
へ
の
島
流
し
へ
と
減
刑
さ
れ
る
。
モ
ル
は
命
を
ふ
た
た
び
与
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
第
二
段
階
と
し
て
、
モ
ル
に
は
、
す
で
に
前
節
で
見
た
と
お
り
、
植
民
地
で
の
経
済
的
成
功
が
与
え
ら
れ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
場
合
に
は
、
「
悔
悛
」
の
報
い
と
し
て
、
神
の
恩
寵
が
こ
の
世
の
な
か
で
与
え
ら
れ
、

し
か
も
そ
れ
は
生
命
ば
か
り
で
な
く
、
金
や
資
産
と
し
て
も
与
え
ら
れ
る
。
神
の
恩
寵
は
す
で
に
「
現
世
」
の
な
か
で
実
現
す
る
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ば
か
り
か
、「
利
益
（
リ
ヤ
ク
）」
は
「
利
益
（
リ
エ
キ
）
」
と
し
て
も
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
主
人
公
と
そ
の
夫
が
、
植
民
地

で
の
成
功
に
よ
っ
て
手
に
し
た
金
に
つ
い
て
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
屈
託
無
く
喜
ん
で
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
金
が
神
の
恩
寵

の
し
る
し
と
し
て
与
え
ら
れ
、
神
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
金
は
そ
の
意
味
で
絶
対
的
に
善
い
も
の
な
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
場
合
に
は
、
主
人
公
に
「
悔
悛
」
の
結
果
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
が
、
現
世
的
な
「
利
益

（
リ
エ
キ
）」
で
な
い
ば
か
り
か
、
「
利
益
（
リ
ヤ
ク
）」
と
捉
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
微
妙
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
一
回
目
の
告
解
の
あ
と
で
、
告
解
を
担
当
し
た
神
父
の
助
言
に
し
た
が
い
、
す
で
に
肉
体
関
係
に

あ
っ
た
最
初
の
恋
人
と
の
あ
い
だ
で
、
結
婚
す
る
ま
で
肉
体
関
係
を
絶
つ
。
そ
の
結
果
と
し
て
起
こ
っ
た
の
は
、
こ
の
恋
人
が
ア

ド
リ
ア
ー
ナ
か
ら
徐
々
に
遠
ざ
か
っ
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
最
初
の
恋
人
だ
っ
た
若
者
（
裕
福
な
家
の
お
抱
え

運
転
手
）
は
、
す
で
に
べ
つ
の
町
に
妻
子
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
隠
し
て
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
と
「
婚
約
」
し
て
い
た
。
ア
ド
リ
ア
ー

ナ
は
、
こ
の
若
者
と
の
結
婚
生
活
を
夢
見
て
、
針
仕
事
に
精
を
出
し
、
鉄
道
官
舎
の
一
室
を
結
婚
生
活
の
新
居
と
し
て
整
え
つ
つ

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
教
会
で
の
告
解
の
し
ば
ら
く
の
ち
に
、
彼
女
を
熱
愛
し
て
い
る
内
務
省
の
高
官
か
ら
、

若
者
に
は
す
で
に
妻
子
が
あ
る
事
実
を
知
ら
さ
れ
、
そ
の
衝
撃
を
き
っ
か
け
と
し
て
娼
婦
へ
身
を
落
と
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
一
連
の
展
開
を
見
る
と
、『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
場
合
と
は
異
な
り
、
告
白
と
悔
悛
の
結
果
と
し
て
何
が
生
じ
た
の

か
が
曖
昧
で
あ
る
し
、
そ
の
後
に
生
じ
た
こ
と
は
少
な
く
と
も
「
現
世
利
益
」
と
は
見
な
せ
な
い
。

　

『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
主
人
公
が
二
回
目
の
告
解
の
あ
と
で
経
験
す
る
事
柄
も
、
や
は
り
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
場
合
と

は
異
な
り
、
悔
悛
へ
の
現
世
的
報
い
と
い
う
性
格
は
曖
昧
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
、
教
会
へ
出
向
い
て
こ
の
告
解
を
し
た
第
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一
の
理
由
は
、
客
の
ひ
と
り
か
ら
手
渡
さ
れ
た
高
価
な
化
粧
用
コ
ン
パ
ク
ト
を
神
父
の
手
で
警
察
に
届
け
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。

黄
金
製
で
大
き
な
ル
ビ
ー
の
付
い
て
い
る
こ
の
コ
ン
パ
ク
ト
は
、
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
重
要
な
小
道
具
で
、
最
初
は
娼
婦

に
身
を
落
と
し
た
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
、
娼
婦
に
な
っ
た
自
分
に
は
盗
み
す
ら
も
で
き
る
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
、
自
分
を
騙
し

た
運
転
手
が
雇
わ
れ
て
い
る
邸
か
ら
盗
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
の
ち
に
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
盗
み
の
嫌
疑
で
解
雇
さ
れ
る
不
安
に
怯

え
る
運
転
手
に
コ
ン
パ
ク
ト
を
返
す
の
だ
が
、
ず
る
が
し
こ
い
運
転
手
は
女
中
の
ひ
と
り
に
罪
を
着
せ
、
コ
ン
パ
ク
ト
を
知
人
に

売
却
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
凶
暴
な
知
人
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
を
売
ろ
う
と
し
て
訪
ね
た
彫
金
師
の
言
動
に
立
腹
し
、

彫
金
師
を
殺
害
し
て
し
ま
う
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
客
と
な
っ
た
こ
の
殺
人
犯
が
、
代
金
代
わ
り
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
を
ア
ド
リ
ア
ー

ナ
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
内
務
省
の
高
官
の
助
言
に
し
た
が
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
を
、
告
白
を
聞
い
て
も
ら
う

神
父
に
よ
っ
て
警
察
に
届
け
て
も
ら
い
、
無
実
の
罪
で
投
獄
さ
れ
て
い
る
女
中
を
救
お
う
と
す
る
。
神
父
は
、
こ
の
よ
う
な
内
容

の
依
頼
を
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
告
白
さ
れ
た
話
の
内
容
に
つ
い
て
は
守
秘
義
務
が
あ
る
か
ら
適
任
な
の
で
あ
る
。
ア
ド
リ

ア
ー
ナ
は
女
中
を
救
う
目
的
は
果
た
す
の
だ
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
告
白
後
に
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
体
験
す
る
心
の
動
揺
で
あ
る
。

　

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
動
揺
し
た
原
因
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
一
回
目
の
告
解
を
し
た
と
き
の
神
父
が
世
の
中
の
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
て
い
る
心
優
し
い
人
物
で
、
二
回
目
も
、
告
解
所
の
名
札
が
同
名
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
神
父
に
告
白
し
た
つ
も
り
が
、

二
回
目
の
神
父
は
、
一
回
目
の
神
父
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
お
ぞ
ま
し
い
人
物
で
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
殺
人
犯
を
警
察
に
密
告

す
る
よ
う
に
勧
め
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
こ
の
よ
う
な
神
父
は
告
白
内
容
を
秘
密
に
し
な
い
で
警
察
に
話
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
な
る
と
自
分
自
身
も
警
察
に
捕
ま
る
だ
ろ
う
し
、
殺
人
犯
は
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
密
告
し
た
と
思
う
だ

ろ
う
、
と
考
え
て
動
揺
し
た
。
し
か
も
、
神
父
が
警
察
に
殺
人
犯
を
密
告
し
な
か
っ
た
と
い
う
確
証
は
、
小
説
の
最
後
ま
で
無
い
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（p
. 1012

）。

　

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
動
揺
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
一
層
深
刻
な
も
の
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
一
回
目
の
告
白
を
聞

い
て
く
れ
た
神
父
は
キ
リ
ス
ト
自
身
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
こ
の
神
父
は
他
の
神
父
た
ち
と
は
あ
ま
り
に
違
い
す
ぎ

た
し
、
幻
の
よ
う
に
忽
然
と
現
れ
、
忽
然
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
多
く
の
聖
画
に
描
か
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
に
よ
く
似
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
ふ
た
り
の
告
解
師
（con

fessore

）
を
対
比
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
、
動
揺

す
る
。し

か
し
、
も
し
も
あ
れ
が
ほ
ん
と
う
に
キ
リ
ス
ト
で
、
ほ
ん
と
う
に
キ
リ
ス
ト
が
あ
の
深
い
悲
し
み
の
と
き
に
わ
た
し
に
現

れ
て
告
白
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
な
ら
、
今
回
、
醜
く
浅
ま
し
い
神
父
に
入
れ
替
わ
っ
た
の
は
、
は
っ
き
り
悪
い
前
兆
を

示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
わ
た
し
が
最
大
の
苦
悩
を
経
験
し
て
い
る
と
き
に
、
わ
た
し
は
宗
教
に
見
捨
て
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
（S

e n
on

 altro stav
a a in

d
icare ch

e la relig
ion

e, n
el m

om
en

to d
ella m

ia 

m
ag

g
iore an

g
oscia, m

i ab
b
an

d
on

av
a

）
（p

. 945

）
。

　

『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
右
の
ふ
た
つ
の
引
用
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
深
い
信
仰
心
を
持
っ
て

い
る
女
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
場
合
と
は
異
な
り
、
悔
悛
へ
の

報
い
と
し
て
「
現
世
利
益
」
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
神
の
恩
寵
の
有
り
様
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、〈
ロ

ー
マ
の
女
〉
の
置
か
れ
て
い
る
特
徴
的
状
況
だ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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も
う
ひ
と
つ
、〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
つ
い
て
は
、
聖
母
マ
リ
ア
と
の
関
係
を
注
目
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
こ

れ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
環
境
の
な
か
で
話
が
展
開
す
る
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
な
か
で
は
存
在
し
よ
う
の
な

い
関
係
で
あ
り
、
客
観
的
に
み
て
、〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
に
特
徴
的
な
現
象
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
ア
ド
リ
ア
ー
ナ

と
聖
母
と
の
関
係
の
中
身
に
も
う
少
し
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
。

　

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
聖
母
に
強
い
親
近
感
を
抱
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
あ
る
。

わ
た
し
は
生
ま
れ
た
と
き
に
聖
母
マ
リ
ア
様
に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
母
は
わ
た
し
が
聖
母
に
似
て
い
る
と

ま
で
、
し
ば
し
ば
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が
、
顔
立
ち
が
整
い
、
黒
く
優
し
い
大
き
な
眼
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
わ
た
し

は
、
い
つ
も
聖
母
を
愛
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
聖
母
が
幼
子
キ
リ
ス
ト
を
抱
い
て
お
り
、
こ
の
幼
子
は
大
人

に
な
る
と
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
聖
母
は
、
キ
リ
ス
ト
を
こ
の
世
の
な
か
へ
お
産
み
に
な
り
、
子
供
を
愛
す
る
の

と
同
じ
よ
う
に
愛
し
、
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
に
架
け
ら
れ
た
の
で
大
層
苦
し
ま
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
あ
の
よ
う
に
多
く

の
苦
し
み
を
経
験
さ
れ
た
聖
母
だ
け
に
は
、
わ
た
し
の
苦
し
み
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
に
違
い
な
い
、
と
し
ば
し
ば
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
供
の
と
き
か
ら
、
聖
母
だ
け
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
か
の
よ
う
に
祈
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た

（p
. 736

）。

　

こ
う
い
う
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
小
説
の
終
末
近
く
で
、
子
供
の
と
き
に
洗
礼
を
受
け
た
教
会
を
訪
れ
、
そ
こ
に
あ
る
聖
母
の
祭

壇
の
前
で
祈
る
。
こ
の
と
き
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
愛
す
る
大
学
生
（
愛
称
は
ミ
ー
ノ
）
か
ら
、
自
殺
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う
内
容
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の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
こ
の
恋
人
の
命
を
救
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
聖
母
に
祈
る
の
で
あ
る
。
祈
る
に
際
し
て
、
ア
ド
リ
ア

ー
ナ
は
こ
う
い
う
「
願
掛
けv

oto

」
も
す
る
。

わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
生
涯
男
た
ち
に
は
近
寄
ら
な
い
、
と
約
束
し
ま
し
た
。
ミ
ー
ノ
に
も
近
寄
ら
な
い
、
と
約
束
し
ま
し

た
。
セ
ッ
ク
ス
を
す
る
こ
と
だ
け
が
、
こ
の
世
で
わ
た
し
の
執
着
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
か
ら
、
ミ
ー
ノ
を
救
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
そ
れ
以
上
の
犠
牲
は
な
い
と
思
え
た
の
で
す
（p

. 1066

）
。

　

し
か
し
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
祈
っ
た
あ
と
で
、
自
分
の
祈
り
は
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
直
感
す
る
。
暗
い
教
会
の
な
か

で
、
聖
母
の
礼
拝
所
に
一
瞬
光
が
差
す
。

こ
の
光
の
な
か
で
、
わ
た
し
に
は
は
っ
き
り
見
え
ま
し
た
。
聖
母
は
、
優
し
く
善
意
を
も
っ
て
わ
た
し
を
見
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
が
、
あ
な
た
の
祈
り
は
聞
き
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
、
と
仰
る
か
の
よ
う
に
、
首
を
横
に
ふ
ら
れ
ま
し
た
（p

. 

1067

）
。

　

そ
し
て
事
実
、
こ
の
日
の
う
ち
に
、
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
し
た
恋
人
ミ
ー
ノ
の
死
体
が
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ナ

に
は
、
こ
の
と
き
、
こ
の
世
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
欲
し
か
っ
た
も
の
│
│
ミ
ー
ノ
の
命
│
│
は
、
与
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
場
合
に

も
、
「
現
世
利
益
」
は
あ
き
ら
か
に
拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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し
か
し
、
聖
母
へ
の
祈
り
が
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
母
親
に
こ
う
告
げ
る
。

わ
た
し
は
母
に
「
願
掛
け
」
に
つ
い
て
も
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
き
方
を
改
め
る
こ
と
に
決
め
た
、
ま
た
母
と
い
っ
し

ょ
に
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
縫
製
の
仕
事
を
す
る
か
、
ど
こ
か
の
邸
の
女
中
に
な
る
こ
と
に
す
る
、
と
い
い
ま
し
た
（ib

id
.

）
。

仮
に
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
母
親
に
告
げ
た
と
お
り
に
す
る
と
す
れ
ば
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
は
こ
の
世
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
欲
し
か
っ

た
も
の
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
に
、
じ
つ
は
必
要
な
も
の
│
│
悔
悛
し
て
正
常
な
生
き
方
へ
戻
る
意
志
│
│
が

与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
道
を
選
ぶ
な
ら
、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
む
ろ
ん
経
済
的
に
は
貧
し
い

ま
ま
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
与
え
ら
れ
る
も
の
は
、
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
場
合
と
は
対
照
的
に
、
あ

き
ら
か
に
経
済
的
な
「
利
益
（
リ
エ
キ
）
」
で
は
な
い
し
、
現
世
的
な
「
利
益
（
リ
ヤ
ク
）
」
性
も
曖
昧
で
あ
る
。「
悔
悛
」
し
た

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
場
合
の
「
現
世
利
益
」
と
は
完
全
に
異
質
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
も
ま
た
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
特
質
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
の
拙
論
で
は
、〈
ロ
ー
マ
〉
の
表
象
を
考
え
る
場
合
に
重
要
な
作
家
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
が
、
ロ
ー
マ
を
舞
台
に
書
い
た
小
説
『
ロ
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ー
マ
の
女
』
を
取
り
あ
げ
、
主
人
公
の
ど
の
よ
う
な
特
徴
も
し
く
は
主
人
公
の
置
か
れ
て
い
る
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
、
ロ
ー
マ
的

で
あ
る
の
か
を
考
察
し
た
。
小
説
の
主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
は
、
生
粋
の
ロ
ー
マ
子
で
、
ロ
ー
マ
の
庶
民
階
級
の
代
表
的
職
業
の

ひ
と
つ
で
あ
る
娼
婦
業
に
従
事
す
る
女
性
、
す
な
わ
ち
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
で
あ
る
。

　

〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
主
要
な
特
徴
は
ふ
た
つ
あ
っ
た
。

　

特
徴
の
第
一
は
、
社
会
的
・
経
済
的
な
上
昇
性
の
欠
如
で
あ
る
。
主
人
公
は
、
娼
婦
に
な
る
前
も
、
な
っ
た
後
も
、
上
昇
意
志

を
示
さ
な
い
。
そ
し
て
、
主
人
公
は
多
分
に
そ
の
結
果
と
し
て
、
社
会
的
・
経
済
的
上
昇
を
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

特
徴
の
第
二
は
、
主
人
公
が
娼
婦
と
し
て
金
銭
の
獲
得
に
恬
淡
な
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
主
人
公

は
、
娼
婦
業
の
報
酬
と
し
て
金
銭
を
受
け
取
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
る
ば
か
り
か
、
金
銭
そ
の
も
の
を
本
質
的
に
「
恥
ず
か
し
い

も
の
」
だ
と
感
じ
た
り
、
金
銭
に
「
罪
の
影
」
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。

　

特
徴
の
第
三
は
、
主
人
公
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
が
、
神
か
ら
「
現
世
利
益
」
的
な
報
い
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
が
参
照
し
た
と
い
う
デ
フ
ォ
ー
作
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
主
人
公
と
き
わ
め
て
対
照

的
で
あ
り
、
小
デ
ュ
マ
『
椿
姫
』
や
ゾ
ラ
『
ナ
ナ
』
の
主
人
公
た
ち
と
比
べ
て
も
、
異
色
で
あ
る
。
『
ロ
ー
マ
の
女
』
の
な
か
に

も
、
社
会
的
・
経
済
的
上
昇
志
向
の
強
く
、
金
銭
の
獲
得
に
執
着
す
る
娼
婦
が
描
き
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
「
モ
ル
・

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
」
型
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
、
社
会
的
・
経
済
的
に
非
上
昇
的
で
、
金
銭
に
「
罪
の
影
」
を
捉
え
、
厚

い
信
仰
心
を
持
ち
な
が
ら
「
現
世
利
益
」
を
得
な
い
ロ
ー
マ
の
庶
民
階
級
の
女
性
が
、
〈
ロ
ー
マ
の
女
〉
の
典
型
と
し
て
提
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
、
注
目
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

【
本
稿
は
、JS

P
S

科
学
研
究
費
補
助
金
（
挑
戦
的
萌
芽
研
究25580073

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
】
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